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no.6� 　プラごみ削減 道半ば

（
２
０
２
３
年
7
月
1
日 

読
売
新
聞
夕
刊
よ
り
）

プ
ラ
ご
み

プ
ラ
ご
み
削削さ

く
さ
く

減減げ
ん
げ
ん  

道道み
ち
み
ち

半半な
か
な
か

ばば

　
「
レ
ジ
袋
は
よ
ろ
し
い
で
す

か
」
「
大だ

い

丈
じ
ょ
う

夫ぶ

で
す
」

─
。

東
京
都
台
東
区
の
ス
ー
パ
ー

で
、
仕
事
帰
り
の
女じ

ょ

性せ
い

が
レ
ジ

袋
の
購
入
を
辞
退
し
、
買
っ
た

物
を
自
分
の
エ
コ
バ
ッ
グ
に
詰つ

め
込こ

ん
だ
。

　
女
性
は
「
１
枚ま

い

３
円
で
も
、

も
っ
た
い
な
い
」
と
エ
コ
バ
ッ

全
店
に
レ
ジ
袋
の
提て

い

供
き
ょ
う

を
禁き

ん

止し

し
た
。
そ
の
た
め
、
レ
ジ
袋
の

代
わ
り
と
な
る
紙
袋
が
有
料
化

さ
れ
、
エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
参
す

る
市
民
の
割
合
が
90
％
ま
で
増ぞ

う

加か

し
た
と
い
う
。

　
有ゆ

う

効こ
う

な
対
策
を
し
な
け
れ

ば
、
40
年
後
に
世
界
の
プ
ラ
ご

み
の
量
は
現げ

ん

在ざ
い

の
約
３
倍
と
な

り
、
10
億
㌧
を
超こ

え
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
国
連
に
よ
る

と
、
日
本
は
、
１
人
あ
た
り
の

プ
ラ
ご
み
廃は

い

棄き

量
り
ょ
う

が
米
国
に
次

い
で
世
界
第
２
位
で
、
責せ

き

任に
ん

は

大
き
い
。

　
だ
が
、
レ
ジ
袋
は
国
内
の
プ

ラ
ご
み
総そ

う

排
出
量
（
約
８
２
０ 

万
㌧
）
の
う
ち
、
わ
ず
か
１
・

２
％
だ
。
環か

ん

境
き
ょ
う

問
題
の
専せ

ん

門も
ん

家か

は
「
さ
ら
な
る
削
減
や
リ
サ
イ

ク
ル
の
努
力
が
必
要
だ
」
と
指し

摘て
き

す
る
。

2 	次のことがらは、読む人にどのようなことを伝えるために紹
しょう

介
か い

されていますか。
①～④の中から、それぞれ最も適

て き

切
せ つ

なものを選び、番号を書きましょう。

3 	見出しの「道半ば」とは、具体的にどのような状
じょう

況
きょう

のことを指していますか。最も
適切な説明を選び、番号を書きましょう。

1  	プラごみは、なぜ削減に取り組む必要があるのですか。説明した一文を探し、
最初の２字を書きましょう。

■ レジ袋の辞退率と流通量

エ
コ
バ
ッ
グ
を
利
用
す
る
買
い
物
客

① レジ袋の有料化により、捨てられるレジ袋の量もちょうど半分になったこと
② レジ袋の削減はプラごみ全体のわずかでしかなく、有料化は意味がないこと
③ レジ袋の購入は減ったが、プラごみ削減という目標の達成にはまだ遠いこと
④ レジ袋を有料化して３年で成果を上げたものの、これ以上の対策がないこと

① レジ袋の削減量は、自治体によって差があるという根
こ ん

拠
き ょ

② レジ袋の削減で独
ど く

自
じ

の取り組みをし、成果を上げた事例
③ レジ袋を辞退している人が、実

じ っ

際
さ い

に取り組んでいる対策
④ レジ袋を使わない人が、有料化の後に大きく増

ふ

えた事実

グラフ「レジ袋の
辞退率と流通量」
京都府亀岡市の
対策

レジ袋
ぶくろ

有料化３年
　
店
で
買
っ
た
物
を
入
れ
る
レ
ジ
袋
の
有
料
化
か

ら
３
年
が
た
ち
、
レ
ジ
袋
を
購こ

う

入
に
ゅ
う
し
な
い
人
の
割わ

り

合あ
い

（
辞じ

退た
い

率り
つ

）
が
80
％
に
達
し
た
。
使
い
捨す

て
ら

れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
国
民
１
人
あ
た
り
の
プ
ラ

ご
み
の
排は

い

出
し
ゅ
つ

量
は
世
界
で
２
番
目
と
多
く
、
有
料

化
は
削
減
へ
の
第
一
歩
に
す
ぎ
な
い
。

グ
を
持
ち
歩
く
。
コ
ン
ビ
ニ
で

も
ら
っ
た
プ
ラ
製せ

い

の
ス
プ
ー
ン

な
ど
も
繰く

り
返
し
洗あ

ら

っ
て
使

う
。
「
身
近
な
こ
と
で
何
が
で

き
る
か
考
え
て
い
る
。
未
来
に

き
れ
い
な
地
球
を
残
し
た
い
か

ら
」
と
話
す
。

　
レ
ジ
袋
な
ど
の
プ
ラ
製
品
は

分ぶ
ん

解か
い

さ
れ
に
く
く
、
ご
み
と
な

っ
て
川
や
海
に
流
出
す
る
と
地

球
の
自
然
を
こ
わ
す
こ
と
に
な

る
。
そ
の
た
め
、
使
い
捨
て
ら

れ
る
レ
ジ
袋
を
減へ

ら
そ
う
と
、

法ほ
う

律り
つ

で
２
０
２
０
年
７
月
か
ら

レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
義ぎ

務む

づ
け

た
。

　
対た

い

策さ
く

を
強
化
し
た
自
治
体
も

あ
る
。
京
都
府
亀
岡
市
は

21

年
、
全
国
で
初
め
て
、
市
内
の



 

 

 

  ＜解答編＞ 

 

 

 

 

 

プラごみは自然をこわす原因
げんいん

となるため、

減らしていく努力が必要なのですね。 

④      

 

 

 

レ ジ      

 

 

 

グラフは、レジ袋を購入しない人の割合が 2019年と 20年の間

に約 20％増えたのがわかります。亀岡市は「対策を強化した」事

例で、市民のほとんどがエコバッグを持参するようになりました。 

「道半ば」は文字通り「道の途中
と ち ゅ う

」という意味です。前文に「第一歩にすぎない」とあるよ

うに、プラごみ削減に向けて「途中までしか進んでいない」ことを比喩
ひ ゆ

的に表しています。 

②      

 

 

 

③      

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

読んでみよう！ 

◆ミー太郎のおすすめ記事 

 

 

 

 

 

 

（
２
０
２
３
年
３
月
３
日 

 
 

 
 

 
読
売
新
聞
神
奈
川
版
よ
り
） 

ごみとなるプラスチックを減
へ

らしていくために、 

身の回りで、ほかにどのようなことができそうですか。 
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no.2� アプリの9割「不当誘導」

入
が
選
択
さ
れ
て
い
る
な
ど
の

「
事
前
選
択
」
（
55
％
）
、
何
度
も

広
告
が
表
示
さ
れ
る
「
繰
り
返
し
」

（
43
％
）、
偽に

せ

の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

な
ど
で
購
入
を
急
が
せ
る
「
翻ほ

ん

弄ろ
う

」

（
16
％
）
な
ど
が
目
立
っ
た
。

　
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
を
巡め

ぐ

っ
て

は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
22
年

に
合
意
し
た
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

法
で
、
消
費
者
を
欺
く
画
面
デ
ザ

イ
ン
の
設
計
を
禁
じ
て
い
る
。
米

国
の
一
部
の
州
で
も
同
様
の
規
制

が
あ
る
。

　
一
方
、
国
内
で
具
体
的
な
議
論

は
進
ん
で
お
ら
ず
、
日
本
女
子
大

教
授
（
消
費
者
法
）
は
「
ダ
ー
ク

パ
タ
ー
ン
は
不
誠
実
な
取
引
方
法

で
、
規
制
の
検
討
が
必
要
」
と
話

し
て
い
る
。

（
２
０
２
3
年
7
月
30
日 

読
売
新
聞
朝
刊
よ
り
）

2 	新聞記事には次のようなものがあります。今回の記事はどれに当てはまりますか。番号を書きましょう。

1  図A、B、Cに使われているダークパタ
ーンの手法をそれぞれ書きましょう。

3 	中学生が記事の内容にさらに説得力を持たせる方法について話し合っています。記事の改善策として適切
でない意見を述べているのは誰

だ れ

ですか。一人選びましょう。

ア
プ
リ
の
９
割

「
不
当
誘ゆ

う

導ど

う

」画
面

さん

　
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
と
は
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を
利
用
す
る

消
費
者
が
不
利
な
決
定
を
し
て
し

ま
う
よ
う
に
仕
組
ん
だ
画
面
デ
ザ

イ
ン
を
指
す
。
経
済
協
力
開
発
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
は
２
０
２
２
年

の
報
告
書
で
「
消
費
者
を
欺

あ
ざ
む
き
、

操
作
し
、
被
害
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
」
と
警
告
し
た
。

　
東
工
大
の
シ
ー
ボ
ー
ン
・
ケ
イ

テ
ィ
ー
准

じ
ゅ
ん

教
き
ょ
う

授じ
ゅ

の
研
究
室
は
22

年
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
ゲ
ー
ム
、

音
楽
な
ど
の
人
気
ア
プ
リ
計
２
０ 

０
個
を
対
象
に
、
ダ
ー
ク
パ
タ
ー

ン
の
有
無
や
手
法
を
調
査
。
そ
の

結
果
、
93
・
５
％
で
使
わ
れ
、
う

ち
63
・
５
％
で
３
種
類
以
上
の
手

法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

　
手
法
別
で
は
、
勝
手
に
定
期
購

　
国
内
で
配
信
さ
れ
て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ゲ
ー
ム

な
ど
の
主
要
ア
プ
リ
の
９
割
に
、
広
告
が
繰く

り
返
し
表
示
さ
れ
る

な
ど
、
消
費
者
を
不
利
益
な
選せ

ん

択た
く

に
誘
導
す
る
画
面
デ
ザ
イ
ン
が

採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
東
京
工
業
大
の
調
査
で
わ
か
っ
た
。

「
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
、
意
図
せ
ず
商
品
を
購こ

う

入
に
ゅ
う
さ
せ
ら

れ
る
な
ど
の
被ひ

害が
い

が
起
き
て
い
る
。
欧お

う

米べ
い

で
規
制
の
動
き
が
広
が

っ
て
い
る
が
、
国
内
の
対
応
は
遅お

く

れ
て
い
る
。

Aさん：ダークパターンによる被害額を示せれば、問題の大きさがわかるね。
Bさん：規制している国の一覧表があると、日本の遅れがより一層伝わるね。
Cさん：ダークパターンの研究者数の推移をグラフにすると深刻さがわかるよ。
Dさん：手法や具体例をできるだけ多く紹

しょう

介
か い

した方が、人々が被害に気づくね。

① その日に世の中で起きた出来事を、人々に知らせる記事
② 話題を集めているものや人を掘

ほ

り下げて、新情報を伝える記事
③ 社会的な課題を提示し、行政による対応の必要性を指

し

摘
て き

する記事
④ 過去に起きた出来事を振

ふ

り返り、その教訓を考えてもらう記事
⑤ 新聞社が独自に調査を行い、社会の動向や課題を明らかにする記事

A：

B：

C：

■
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
の
主
な
事
例

A B C

通常の注文
2700円
定期購入
2600円

特別割引 5000円
(通常価格2万円)

購入はこちら

残り時間
15分50秒 1泊の合計料金

69,124
￥33,411

52％OFF! 
残り1室

SALE



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

A:すでに「定期購入」

にチェックが入っている

ことから「事前選択」と

判断します。B、C:

「残り時間」や「残り１

室」と示すことで買う人

をあせらせています。 

大学の調査結果を基に、「ダークパターン」という問題を示し、日本の対策の遅れを

指摘しています。知らないうちに多くの人が被害にあっている可能性がありそうです。 

  ＜解答編＞ 

 

 

 

 

 

どのような情報があれば、読んでいる人がダークパターンの問題点について理解を深められるで

しょうか。A,B,D さんが挙げた情報があると読む人は、被害の大きさや種類、他国との差に気

づけそうです。C さんの言う「研究者数」は、読んでいる人への説得力はあまりありません。 

事前選択    

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

翻弄(ほんろう)    

 

 

 

翻弄(ほんろう)    

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読んでみよう！ 

◆ミー太郎のおすすめ記事 

 

 

 

 

 

 

インターネットを使っていて「あせった」経験はありますか。 

「ダークパターン」の一つかもしれませんね。 

 

（２０２３年２月１２日  読売新聞朝刊より） 



［クリエイターインタビュー］
イラストレーター
みふねたかし 先生

［著作権基礎講座］
弁護士 唐津 真美 先生

［著作権授業の実践例］
東京都立小平高等学校 教諭
小松 一智 先生

［子どもたちのスマホと著作権］
奈良県立教育研究所
教育情報化推進部 主幹・
奈良教育大学 客員准教授 等
小﨑 誠二 先生

［著作権お悩み相談室］
SARTRAS
著作権アドバイザー
［生成AIと著作権の今］
明治大学
情報コミュニケーション学部 教授
今村 哲也 先生

「さあとらす」第2号の主な内容

広告

「さあとらす」第2号が
発行されました

　一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）では、初等
中等教育の先生方を主な対象として、著作権情報誌「さあとらす」を2024年1月
に創刊し、この度、第２号を発行しました。
　4月中旬以降、全国の小中学校、高等学校等の初等中等教育の各学校及び教
育委員会に無料でお届けいたします。
　「さあとらす」は、教員の皆様に著作権に親しんでいただくことを目的とし
ており、今後、日々の学校生活や授業における著作物の利用に関する様々な
疑問の解決方法や児童生徒に対する著作権教育指導の留意点等、著作権に関
する様々な情報を提供してまいる予定です。ぜひ本誌をご活用ください。

＊著作権情報誌「さあとらす」は、授業目的公衆送信補償金制度の共通目的基金により制作されています。

■一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）とは
授業におけるICT活用の一層の推進を図ることを主な目的として、2018年の著作権法改正によって創設された、

「授業目的公衆送信補償金制度」を運営する日本でただ一つの文化庁長官の指定管理団体です。

「さあとらす」は、バックナンバーも含めPDF版でもご覧いただけます。
専用ページからご覧ください。また、本誌に関するご意見、お問い
合わせ等は、専用ページの連絡フォームからお寄せください。 https://sartras.or.jp/chosakukenjohoshi/

「さあとらす」専用ページ


